
新生活を送るあなたへ贈る、
2つのプレゼント。
1． 業界トップクラスの手数料無料ATMネッ

トワーク。コンビニATM（セブン銀行・イー
ネットATM・ローソンATM）、ゆうちょ銀行
等の提携ATMで、平日日中のご利用手数
料が無料です。

2． うれしい5000円分のJAバンク特製
QUOカード。さあ、新規口座・給与口座
はJAへ。

　日頃よりＪＡをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　さて、ＪＡ白山では貯金窓口の営業時間を午後４時までとしておりますが、午後３時以降の
利用者数が少ない実態と業務改善を行う必要性から、この度、誠に勝手ではありますが、ＪＡ
白山全店舗の貯金窓口営業時間を下記の通りに変更させていただくことになりました。
　ご利用の皆様にはご不便をおかけすることになりますが、何卒ご理解ご協力賜りますよう
お願い申し上げます。

変更日●平成28年4月1日（金）より    変更後の営業時間●９：００～１５：００
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特
集

2016

第93号 3
3

M
arch

 第
9
3
号

March

（平成２８年１月末実績参考）
組合員数 6,642名（団体含）

67,736百万円
19,312百万円

2,279.8億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,713,965千円
951,834千円

144名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

営農座談会・出荷者栽培講習会の開催

JA白山
広 報

金融共済部からのお知らせ

支店貯金窓口営業時間変更のお知らせ
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ＪＡだからできる信頼の葬儀ＪＡだからできる信頼の葬儀
～安心と故人への感謝をこめて～～安心と故人への感謝をこめて～

手取ふれあいホール
☎２５４－２０５１

尊厳閣 白山ホール
㈱セレマ

☎２７７－３３４４

美川天祥閣
フューネラルホール

☎２７８－７７７８

米永葬祭会館
一休さんの

☎２９６－１１７７

鶴来天祥閣
フューネラルホール

☎２７２－３７３７

米永鶴来館
一休さんの

☎２７３－１９３０

ご用命は、上記葬祭場または、ＪＡ白山経済部まで　☎２７３－５２１３

組合員及び地域住民の相互扶助を基本に、みなさまのご要望にお応えして
ＪＡだからこそできる安心と信頼の葬儀をお手伝いさせていただきます。

農家の皆様へ朗報です！農家の皆様へ朗報です！
　JA白山は春季農繁期を迎えるにあたり、独自の
対策を実施します。春の農作業用軽油に限り、1リッ
ターあたり掛売価格より2円引きにて配達させて頂
きます。直接右記SSまでご注文お願いします。

期　間 4月30日まで

お問い合わせ

・蝶 屋 給 油 所
・パシュート鶴来
・尾 口 給 油 所

TEL.278－4764
TEL.273－5577
TEL.256－7639

営農用軽油配送致します。

経済部からのお知らせ

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
営
農
基
本
方
針（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

就
業
規
則
及
び
嘱
託
・
臨
時
雇
就
業
規
則

の
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

規
程
管
理
規
程
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

職
制
規
程
別
表
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

次
期
信
用
窓
口
端
末
機
等
の
導
入
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
27
年
12
月
未
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

第
四
次
中
期
３
カ
年
計
画（
案
）に
つ
い
て

③　

白
峰
支
店
の
設
計
計
画（
案
）に
つ
い
て

④　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

⑤　

平
成
27
年
度
内
部
監
査
に
関
す
る
中
間
報
告
に
つ
い
て

⑥　

平
成
27
年
度（
４
月
〜
12
月
）有
価
証
券
運
用
実
績
に

つ
い
て

⑦　

平
成
27
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

⑧　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理

状
況
に
つ
い
て

⑨　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況

に
つ
い
て

⑩　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か

る
対
応
に
つ
い
て

⑪　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
組
合
員
数
に
つ
い
て

⑫　

地
区
別
営
農
座
談
会
日
程（
案
）に
つ
い
て

⑬　

そ
の
他

第
10
回
定
例
理
事
会

●
日
時
　
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）　
午
後
１
時
30
分

理
事
会
だ
よ
り

　
２
月
６
日（
土
）蝶
屋
地
区
・
吉
原
地
区
、
７

日（
日
）鶴
来
地
区
・
大
神
地
区
・
吉
野
谷
地

区
・
河
野
別
宮
地
区
に
お
い
て
営
農
座
談
会
を

開
催
し
、
２
５
９
名
が
参
加
し
た
。
27
年
度
の

活
動
報
告
で
は
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
へ
の
取
組
み
と
水
稲
と
園

芸
作
物
に
よ
る
複
合
経
営
の
推
進
。
又
、
地
産

地
消
の
拡
大
を
目
的
に
開
設
し
た
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
は
当
初

計
画
を
上
回
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
報
告

さ
れ
た
。
28
年
度
営
農
事
業
方
針
で
は
、
水
稲

を
基
軸
に
し
た
農
地
の
有
効
利
用
と
園
芸
振
興

に
よ
る
農
業
経
営
の
複
合
化
か
ら
農
業
所
得
の

増
大
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
水
田
フ
ル
活
用
と
し
て
、
需
要
に

応
じ
た
米
・
麦
、
大
豆
・
そ
ば
の
計
画
生
産
、

優
良
種
子
産
地
の
維
持
確
保
、
園
芸
販
売
高

１・８
億
円
に
向
け
た
主
要
品
目
の
産
地
化
の

育
成
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
は
、

営
農
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
や
畑
作

用
の
早
め
の
肥
料
配
送
、
無
人
ヘ
リ
防
除
の
適

期
散
布
等
々
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　
２
月
６
日（
土
）蝶
屋
地
区
・
吉
原
地
区
、
７

日（
日
）鶴
来
地
区
・
大
神
地
区
・
吉
野
谷
地

区
・
河
野
別
宮
地
区
に
お
い
て
営
農
座
談
会
を

開
催
し
、
２
５
９
名
が
参
加
し
た
。
27
年
度
の

活
動
報
告
で
は
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
へ
の
取
組
み
と
水
稲
と
園

芸
作
物
に
よ
る
複
合
経
営
の
推
進
。
又
、
地
産

地
消
の
拡
大
を
目
的
に
開
設
し
た
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
は
当
初

計
画
を
上
回
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
報
告

さ
れ
た
。
28
年
度
営
農
事
業
方
針
で
は
、
水
稲

を
基
軸
に
し
た
農
地
の
有
効
利
用
と
園
芸
振
興

に
よ
る
農
業
経
営
の
複
合
化
か
ら
農
業
所
得
の

増
大
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
水
田
フ
ル
活
用
と
し
て
、
需
要
に

応
じ
た
米
・
麦
、
大
豆
・
そ
ば
の
計
画
生
産
、

優
良
種
子
産
地
の
維
持
確
保
、
園
芸
販
売
高

１・８
億
円
に
向
け
た
主
要
品
目
の
産
地
化
の

育
成
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
は
、

営
農
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
や
畑
作

用
の
早
め
の
肥
料
配
送
、
無
人
ヘ
リ
防
除
の
適

期
散
布
等
々
の
要
望
が
あ
っ
た
。

営
農
座
談
会
開
催

座
談
会
開
催

座
談
会
開
催
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

※

28
年
度
の
J
A
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
だ
よ
り

　
２
月
号
に
掲
載
。
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２
月
９
日（
火
）、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会
主
催
の

春
野
菜
の
栽
培
講
習
会
が
生
産
者
90
名
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。
東
藤
専
務
は
昨
年
６
月
末

オ
ー
プ
ン
し
た
「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
は

計
画
を
上
回
る
販
売
実
績
で
あ
り
、
出
荷
の
落

ち
る
時
期
も
生
産
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
旬
の

野
菜
や
新
し
い
品
種
を
出
荷
頂
け
た
こ
と
で
あ

る
と
挨
拶
を
し
た
。
栽
培
講
習
会
で
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
い
し
か
わ
農
林
水
産
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

の
谷
口
光
男
氏
を
講
師
に
迎
え
「
春
野
菜
の
作

付
け
・
お
い
し
い
野
菜
作
り
」
と
題
し
て
講
習

会
を
行
っ
た
。
春
野
菜
を
作
る
注
意
と
し
て
畑

選
び
か
ら
農
薬
に
頼
ら
な
い
野
菜
づ
く
り
に
つ

い
て
わ
か
り
易
く
説
明
さ
れ
た
。
又
、
石
灰
窒

素
の
使
い
方
や
連
作
障
害
の
こ
と
等
に
つ
い
て

の
質
問
に
応
答
さ
れ
た
。
春
野
菜
商
品
の
紹
介

で
は
、
出
荷
者
で
野
菜
苗
の
販
売
も
行
う
山
本

洋
平
氏
（
青
壮
年
部
委
員
長
）
よ
り
春
野
菜
の

売
れ
筋
商
品
や
新
種
野
菜
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
同
出
荷
者
協
議
会
伊
藤
務
会
長

よ
り
「
栽
培
・
出
荷
の
情
報
交
換
を
行
う
等
良

品
出
荷
と
生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と

締
め
括
ら
れ
た
。

出
荷
者
が
栽
培
講
習
会
を
開
催

今
春
の
出
荷
に
向
け
て
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第
62
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
報
告

青
壮
年
部

手
軽
に
で
き
る
有
機
ベ
ラ
ン
ダ
栽
培

有
機
栽
培
の
基
本
は
土
づ
く
り

明
治
大
学
特
任
教
授
● 

佐 

倉

　朗 

夫

　
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
栽
培
を
有
機
栽

培
と
考
え
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
入
り
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
生
物
の

多
様
性
と
物
質
の
循
環
を
基
本
と
し
、
作

物
本
来
の
生
命
力
を
引
き
出
す
栽
培
で
す
。

　
有
機
栽
培
の
基
本
は
土
づ
く
り
で
す
。

有
機
栽
培
で
一
番
苦
労
す
る
の
は
病
害
虫

対
策
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
土
づ
く
り

を
上
手
に
行
え
ば
、
被
害
は
さ
ほ
ど
大
き

く
な
り
ま
せ
ん
。
畑
が
自
然
生
態
系
の
営

み
の
一
部
と
し
て
機
能
し
、
共
生
や
寄
生

の
関
係
が
複
雑
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病

害
虫
だ
け
が
極
端
に
増
え
る
こ
と
が
な
く

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
生
態
系
の
世
界

は
、
生
物
の
種
類
と
個
体
数
が
圧
倒
的
に

多
い
土
壌
中
に
つ
く
ら
れ
や
す
く
、
そ
こ

で
作
物
の
根
が
十
分
に
成
長
す
る
と
地
上

部
も
健
全
に
育
ち
、
病
害
虫
に
も
強
く
な

り
ま
す
。
そ
の
根
の
成
長
の
た
め
に
も
土

づ
く
り
は
重
要
で
す
。

　
土
づ
く
り
は
、
肥
料
を
与
え
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
物
の
根
が
育
つ
の
に

必
要
な
酸
素
が
十
分
あ
る
状
態
、
作
物
の

生
育
を
助
け
て
く
れ
る
微
生
物
が
多
く
集

ま
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
植
物
は
根
を
伸
ば
し
、
根
が
伸
び

る
こ
と
で
土
を
耕
し
ま
す
。
す
る
と
通
気

性
が
良
く
な
り
微
生
物
も
増
え
、
さ
ら
に

根
の
成
長
が
促
さ
れ
ま
す
。
小
動
物
や
微

生
物
は
有
機
物
を
食
べ（
＝
分
解
し
）、
有

機
物
が
分
解
さ
れ
て
で
き
た
栄
養
分
が
土

に
蓄
積
し
土
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
森
林
の

土
は
耕
し
も
せ
ず
、
肥
料
も
与
え
な
い
の

に
多
く
の
植
物
が
育
つ
の
は
、
こ
の
よ
う

な
植
物
と
多
様
な
生
物
と
の
関
係
の
中
で
、

栄
養
分
が
循
環
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
で
は
コ
ン
テ
ナ（
プ
ラ

ン
タ
ー
）を
使
い
ま
す
が
、
幅
50
〜
60
㎝
、

奥
行
き
20
〜
30
㎝
、
深
さ
30
㎝
く
ら
い
あ

れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
が
栽
培
で
き
ま
す
。

土
は
赤
土（
中
粒
赤
玉
土
で
の
代
用
可
）、

腐
葉
土
を
３
：
２
で
混
ぜ
、
パ
ー
ラ
イ
ト

を
10
％
加
え
て
作
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
５

分
の
１
程
度
を
分
け
、
で
き
る
だ
け
細
か

く
砕
い
て
播（
は
）種
用
の
土
に
し
ま
す
。

残
り
に
ぼ
か
し
肥
料
を
土
量
１
Ｌ
に
対
し

て
１
ｇ
混
ぜ
た
も
の
を
コ
ン
テ
ナ
の
底
に

敷
き
詰
め
た
鉢
底
石
の
上
に
入
れ
、
そ
の

上
に
播
種
用
の
細
か
い
土
を
載
せ
ま
す
。

こ
れ
で
種
ま
き
、
植
え
付
け
の
準
備
は
完

了
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
む
け
て
、
上
野
町
の

「
ん
な
〜
が
ら
上
野
営
農
組
合
」

に
依
頼
し
、
雪
下
人
参
の
試
験

生
産
を
実
施
し
て
い
る
。
品
種

は
、
向
陽
２
号
、
オ
ラ
ン
ジ
ェ
、

ひ
と
み
５
寸
の
３
種
類
。
方
法

は
、
３
パ
タ
ー
ン
で
、
土
に
植
わ
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
雪
を
の
せ
る
方
法
、
ダ
イ
オ
メ
タ
ロ
ン
シ
ー
ト
を

被
せ
雪
を
の
せ
る
方
法
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
シ
ー

ト
を
被
せ
雪
を
の
せ
る
方
法
が
あ
る
。
同
組
合
の
代

表
の
中
西
盛
重
さ
ん
は
、「
今
年
は
雪
が
少
な
す
ぎ
て
、

思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
展
開
と

し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
へ

の
雪
下
野
菜
の
対
応
、
室
な
ど
貯
蔵
す
る
方
法
も
検

討
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。
商
品
は
、
よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
す
る
。

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
開
始

　
今
、
話
題
の
地
元
産
ジ
ビ
エ
（
生
鳥
獣
肉
）
料
理

の
家
庭
へ
の
普
及
を
図
る
為
、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
」で
イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売
を
始
め
た
。商
品
は
、

白
山
ふ
も
と
会
が
、
有
害
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
や

ク
マ
を
、
石
川
県
内
で
初
め
て
野
獣
肉
の
食
肉
処
理

業
の
認
可
を
取
得
し
、
解
体
、
施
設
加
工
し
た
も
の

で
あ
る
。
白
山
ふ
も
と
会
で
は
、「
私
た
ち
は
、
命

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
肉
を
食
べ
る
こ
と

で
命
を
永
ら
え
、
命
を
つ
な
い
で
多
く
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
。
や
む
を
得
ず
処
分
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
に

対
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
欲
し
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

（
平
成
28
年
１
月
26
日 

北
國
新
聞
掲
載
）

代表監事　今　村　文　雄
常勤監事　奥　谷　英　喜
監　　事　森　　　良　次
監　　事　中　村　弘　仁
員外監事　本　田　英　夫

Ｊ
Ａ
白
山
監
事
会

情報提供窓口はこちらです情報提供窓口はこちらです
監事室 常勤監事　奥谷　英喜　

住　所 〒920－2154
白山市井口町に62番地１

電話番号 ☎２７２－３３３３

※お電話での情報提供は、平日の午前9時
　～午後3時までにお願い致します。

※ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中
傷に類似する内容のものは受付致しません
ので、予めご理解下さい。

※ご提供頂きました情報の内容、ご提供者名
等につきましては、個人情報保護法、当組合
の定款、要領に基づき厳重に管理するととも
に、秘密を厳守致します。

※尚、当JAの職員等による業務に関する一般
的な苦情につきましては、総務部へご連絡下
さい。（☎272－3333）

　当JAの監事会は、経営の健全な
発展に資するため、監事監査規程
（第7条）に基づき、理事がその職務
を遂行する上で、JAにとって不適切
な経営行為と思われる情報提供を組
合員の皆様方より広く求めておりま
す。
　当JAの理事の組合経営について
気になる行為や不適切な行為、法令
もしくは定款に違反を疑わせる行為
など、見たり聞いたりした事柄があ

りましたら、お電話または封書にて
下記宛にご連絡下さいますようお願
い致します。

理事の職務に関する組合員からの
情報提供受付窓口のご案内

　
２
月
16
日（
火
）、
17
日（
水
）、
日
比
谷
公
会
堂
に
て
、
第

62
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
が
全
国
の
盟
友
約
１
５
０
０
名
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
当
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
か
ら
は
山
本

委
員
長
ら
８
名
が
参
加
し
た
。
同
大
会
は
全
国
の
Ｊ
Ａ
青
年

組
織
の
優
れ
た
活
動
事
例
や
盟
友
た
ち
の
農
業
に
対
す
る
思

い
の
発
表
を
通
じ
、
青
年
部
活
動
の
強
化
・
発
展
を
目
指
す

も
の
で
、
大
会
宣
言
で
は
「
青
年
部
員
の
叡
智
と
行
動
力
を

結
集
し
組
織
運
動
に
取
り
組
む
」
が
採
択
さ
れ
た
。
又
、
大

会
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
協
法
改
正
な
ど
農
政
の
大
転
換
期
に

次
世
代
を
担
う
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
お

り
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
取
組

み
を
通
じ
、
安
定
し
た
農
業
経

営
の
構
築
や
農
業
を
魅
力
あ
る

産
業
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
特

別
決
議
で
は
「
国
や
政
府
が
思

い
描
い
て
い
る
日
本
農
業
の
姿

と
、
家
族
農
業
を
中
心
と
し
た

若
手
農
業
者
の
思
い
描
く
未
来

と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
重
要

５
品
目
の
国
会
決
議
と
の
整
合

性
を
含
め
国
や
政
府
に
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
る

こ
と
に
し
た
。

雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
向
け
て

雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
向
け
て

雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
向
け
て

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売

 

　
　
　

   

〜
命
に
感
謝
〜

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売

 

　
　
　

   

〜
命
に
感
謝
〜

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売

    

　
　

   

〜
命
に
感
謝
〜

当ＪＡ顧問税理士

福 田 　 正 寛

無料税務相談会 要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 平山）

●開催日時 平成28年 ３月７日（月）
  ４月25日（月）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店
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を しましょう

つるぎ支店 ☎272-1515
大 神 支 店 ☎272-0620
蝶 屋 支 店 ☎278-2315

手 取 支 店 ☎255-5001
白 峰 支 店 ☎259-2003
経　済　部 ☎273-5213

お申し込みは、お近くの
ＪＡ各支店・経済部まで
よろしくお願いします。

購買

　
１
月
26
日（
火
）
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

白
山
で
は
、Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味

噌「
米
麹
五
割
味
噌
」の
仕
込
み
を
始
め
た
。

　
原
材
料
に
は
、
地
元
産
大
豆
１
０
０
％

を
使
用
し
、
大
豆
５
割
、
米
麹
５
割
の
割

合
で
製
造
し
て
い
る
。
製
造
方
法
は
、
大

豆
を
水
に
浸
し
、
せ
い
ろ
で
蒸
し
、
潰
し

た
後
、
麹
、
塩
、
た
ね
水
を
混
ぜ
、
捏
ね
、
一
塊
に
し
て
空
気

を
抜
く
。
今
年
は
昨
年
よ
り
１
割
多
い
約
２・２
ト
ン
を
製
造

し
た
。
味
噌
は
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
９
月
頃
販
売
予
定
。
現

在
販
売
さ
れ
て
い
る
手
作
り
味
噌
は
や
さ
し
い
ま
ろ
や
か
な
お

ふ
く
ろ
の
味
。
と
評
判
も
良
く
、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」

や
「
Ａ
コ
ー
プ
」「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」
等
で
販
売
し
て
い
る
。

　
２
月
２
日（
火
）〜
２
月
８
日（
月
）ま
で
、Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
Ａ
ガ

イ
ヤ
の 

１
周
年
感
謝
祭
で
、 

旬
の
県
産
野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト 

・

お
に
ぎ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
・Ｊ
Ａ
加
工
品
日
替
わ
り
試
食
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し

て
、
酒
・「
穂
の
香
ほ

ん
の
り
」「
甚
」（
白

山
の
酒
米
と
白
山
の

伏
流
水
使
用
）
と
、

抹
茶
入
り
玄
米
茶（
白

山
コ
シ
ヒ
カ
リ
玄
米

使
用
）
と
米
麹
五
割

味
噌
（
地
元
産
大
豆

１
０
０
％
使
用
・
無

添
加
）
を
常
時
展
示

販
売
し
て
い
る
。

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が
春
の
木
ハ
ウ
ス
で
試
験
栽
培
し
て

い
る
「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」
が
順
調
に
生
育
し
、
よ
ら
ん
か
い
ね

ぇ
広
場
に
２
月
８
日
に
初
め
て
出
荷
さ
れ
た
。
こ
の
リ
ー
フ
レ

タ
ス
は
、
昨
年
12
月
11
日
に
播
種
、
保
温
器
の
中
で
約
４
週
間

育
苗
管
理
さ
れ
、
今
年
の
１
月
12
日

に
水
耕
栽
培
プ
ラ
ン
ト
に
定
植
、

液
肥
濃
度
や
気
温
の
管
理
を
徹
底
し

て
行
い
定
植
後
約
３
週
間
で
収
穫
期

を
迎
え
た
。
今
後
は
大
き
く
な
っ
た

葉
を
順
次
収
穫
し
て
約
70
日
間
収
穫

が
出
来
る
と
の
こ
と
。
そ
の
他
、
な

ば
な
や
ほ
う
れ
ん
草
も
、
春
の
木
ハ

ウ
ス
で
栽
培
出
荷
と
な
っ
た
。
今
後

の
展
開
と
し
て
は
周
年
栽
培
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
等
へ
の
対
応
も
検

討
し
て
い
る
。
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広

場
で
、
安
全
安
心
で
無
農
薬
リ
ー
フ

レ
タ
ス
を
ご
利
用
下
さ
い
。

お
料
理
サ
ー
ク
ル

　
２
月
６
日（
土
）、
女
性
部
は
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
で
、『
家
の
光
』
の
記
事
を
参
考

に
米
粉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
作

り
に
挑
戦
し
た
。
今
回
は
、
リ
ン
ゴ
の
タ
ル

ト
・
リ
ン
ゴ
の
し
っ
と
り
ケ
ー
キ
に
挑
戦
。

米
粉
を
使
用
し
た
の
で
し
っ
と
り
と
し
な
が

ら
も
ふ
ん
わ
り
焼
き
上
が
り
お
い
し
く
出
来

あ
が
っ
た
。
参
加
し
た
部
員
た
ち
は
米
粉
を

も
っ
と
使
っ
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
こ
れ
か
ら

も
作
ろ
う
と
語
っ
て
い
た
。
２
月
14
日
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
向
け
に
「
生
チ
ョ
コ
ト
リ

ュ
フ
」
を
作
り
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
売
上
も
好
調
で
ほ
ぼ
完

売
し
た
。
新
た
な
出
品
作
品
に
も
期
待
下

さ
い
。

伝
統
料
理
教
室

　
２
月
20
日（
土
）、
女
性
部
は
美
川
文
化
会

館
の
調
理
室
で
、
伝
統
料
理
教
室
を
開
催
し

た
。
今
回
は
郷
土
料
理
の
治
部
煮
を
中
心
と

し
た
料
理
講
習
会
で
、
講
師
に
岡
田
部
長
と

料
理
サ
ー
ク
ル
部
員
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
、
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
も
、

上
手
く
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
講
師
役
の
方
か

ら
料
理
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
料
理
を
仕

上
げ
た
。
最
後
に
参
加
者
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
「
お
い
し
い

ね
。
家
で
も
う
一
度
作
っ
て
み
る
わ
」
と
楽

し
く
語
り
合
っ
た
。
平
成
27
年
度
の
グ
リ
ー

ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座
は
今
回
を

持
ち
ま
し
て
全
部
終
了
と
な
っ
た
。
次
年
度

も
講
座
を
開
催
す
る
の
で
積
極
的
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

女 

性 

部

第
７
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
開
催

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌

仕
込
み
開
始

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌

仕
込
み
開
始

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌

仕
込
み
開
始

「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」で

 

Ｊ
Ａ
白
山
の
商
品
を
販
売

「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」で

 

Ｊ
Ａ
白
山
の
商
品
を
販
売

「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」で

 

Ｊ
Ａ
白
山
の
商
品
を
販
売

春
の
木
ハ
ウ
ス
水
耕
栽
培

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」の
販
売
開
始
!!

春
の
木
ハ
ウ
ス
水
耕
栽
培

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」の
販
売
開
始
!!

春
の
木
ハ
ウ
ス
水
耕
栽
培

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」の
販
売
開
始
!!
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一
支
店
一
協
同
活
動

　
２
月
23
日（
火
）、
平
成
27
年
度

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
大

会
が
金
沢
市
の
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
農
林
漁

業
関
係
者
ら
約
３
０
０
名
が
参
加

し
た
。
毎
年
恒
例
の
１
分
間
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
、「
と
も
に
歩
ん
だ

道
の
り
」
と
題
し
19
名
が
参
加
、

当
Ｊ
Ａ
蝶
屋
支
部
女
性
部
員
の
藤

川
早
苗
さ
ん
は
、
蝶
屋
女
性
部
の

復
活
ま
で
の
取
組
み
や
仲
間
へ
の

感
謝
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
谷

本
正
憲
県
知
事
は
「
第
１
次
産
業

は
女
性
の
積
極
的
参
加
が
あ
っ
て

こ
そ
成
長
産
業
と
し
て
成
り
立
っ

て
い
く
と
実
感
し
た
」
と
激
励
の

言
葉
を
送
っ
た
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
北
陸
農
政
局
男
女
参
画
優
良

事
例
表
彰
で
局
長
賞
の
久
保
い
え

み
さ
ん（
な
な
か
農
振
会
女
性
部
）

が
取
り
組
み
を
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
放
送
作
家
の
た
む
ら
よ
う

こ
氏
が
「
美
し
い
か
け
算 

〜
女

性
参
画
の
相
乗
効
果
〜
」
と
題
し

講
演
し
た
。

　
２
月
は
６
地
区
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
、
大
神
地
区
、
蝶
屋
地
区
の
町

会
が
初
め
て
参
加
し
た
。
２
月
７
日
、
西

の
村  

お
茶
会
・
ビ
デ
オ
鑑
賞
「
野
菜
づ

く
り
の
裏
ワ
ザ
」、
２
月
11
日
、
曽
谷  

健
康
講
座
・
頭
の
体
操
、
２
月
12
日
、
上

吉
谷  

風
船
遊
び
で
健
康
教
室
、
２
月
14

日
、湊
ゆ
り
の
会（
蝶
屋
）カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

２
月
17
日
、
江
津
（
大
神
）
頭
の
体
操
・

手
品
鑑
賞
・
ト
ラ
ン
プ
遊
び
、
２
月
19
日
、

森
島  

認
知
症
予
防
の
活
動
等
を
行
い
、

参
加
さ
れ
た
高
齢
者
組
合
員
は
生
き
生
き

と
楽
し
ん
で
い
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
福
祉
事
業
の
取
組
み
と
し
て
、

平
成
26
年
12
月
よ
り
高
齢
者
組
合
員
が
健

康
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
で
は
、
数
多
く
の
町
会
が
目
的
を
理
解

さ
れ
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
活
動
支
援
は

継
続
し
ま
す
の
で
、
実
施
さ
れ
る
町
会
は
、

総
務
部
　
担
当
辰
巳
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

と 

も

ひ
ら

　新たな活動で、地域活性化に繋がる
企画を大募集します。
　さらに当組合の意向と合致した企画
には、ＪＡ白山は、応援します。さあ、
ふるって応募してください。

地域活動活性化の為の

企画大募集！
地域活動活性化の為の

企画大募集！
地域活動活性化の為の

企画大募集！

【本店】 ☎（076）272－3333
総務部 平山まで

ご連絡先

　『
雪
だ
る
ま
２
０
１
６
』
が
２
月
６
日
は
桑
島
地
区
、
２

月
12
日
は
、
白
峰
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
暖
冬
で
あ

っ
た
が
、
豪
雪
の
白
峰
だ
け
あ
っ
て
残
雪
で
雪
だ
る
ま
を

製
作
さ
れ
た
。
毎
年
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
は
、「
明
日
忘
れ

る
豪
華
さ
よ
り
も
、
永
遠
に
心
に
残
る
素
朴
さ
を
」
掲
げ

て
い
る
。
毎
年
参
加
者
も
徐
々
に
増
え
、
近
年
は
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
雪
だ
る
ま
や
雪
像
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
全
国
か
ら
カ
メ
ラ
片
手
に
訪
れ
る
観
光
客
も
集

ま
っ
て
い
る
。
様
々
な
趣
向
を
こ
ら
し
た
雪
だ
る
ま
達
の
、

温
か
い
歓
迎
を
感
じ
な
が
ら
、
15

時
か
ら
21
時
ま
で
地
区
内
全
域
で

地
元
の
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
き
、
17

時
に
雪
だ
る
ま
の
内
部
な
ど
に
仕

込
ん
だ
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
が
点
さ
れ
、

幻
想
的
な
ム
ー
ド
を
醸
し
出
し
て

い
た
。

　
白
峰
支
店
で
も
、
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
参
加
し
て

い
る
。
山
下
次
久
白
峰
支
店
長
は

「
白
峰
の
「
雪
だ
る
ま
ウ
イ
ー
ク
」

は
雪
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

取
組
と
し
て
20
年
以
上
行
わ
れ
て

い
る
地
域
住
民
総
参
加
型
の
冬
の

お
祭
り
で
す
。」
と
話
し
た
。

白
峰
支
店
「
雪
だ
る
ま
２
０
１
６
」に
参
加

　『
雪
だ
る
ま
２
０
１
６
』
は
、
地
区
外
で
も
地
域
活
動
に
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。
上
吉
谷
町
（
旧
鳥
越
村
）
の
地
域
婦
人

部
の
方
に
よ
っ
て
地
区
の
玄
関
口
に
あ
た
る
鳥
越
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
前
に
、「
お
か
え
り
」、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
団

扇
を
持
っ
た
雪
だ
る
ま
を
先
頭
に
、
ほ
っ
か
む
り
を
被
っ
た
色

と
り
ど
り
の
雪
だ
る
ま
達
が
、
地
域
住
民
の
行
き
帰
り
を
見
守

っ
て
い
た
。
行
き
交
う
人
々
の
笑
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

雪
だ
る
ま
に
よ
る
地
域
活
性
化

平
成
27
年
度
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会

男
女
に
拓
く
活
力
あ
る
い
し
か
わ
の
農
山
漁
村

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

活
動
支
援
報
告

　
１
月
29
日（
金
）鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン
白
山
ホ
ー
ル

に
お
い
て
第
33
回
鶴
来
新
春
書
初
め
展
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

鶴
来
地
区
の
小
学
校
・
中
学
校
か
ら
約
１
２
０
０
点
出
展
さ
れ
、

北
辰
中
学
３
年
小
柳
友
梨
華
さ
ん
の
「
無
限
の
可
能
性
」
が

白
山
農
業
協
同
組
合
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

第
33
回
鶴
来
新
春
書
初
め
展
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さ
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賞
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一
支
店
一
協
同
活
動

　
２
月
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火
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平
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27
年
度
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漁
村
男
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共
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参
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進
大

会
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金
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地
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産
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振
興

セ
ン
タ
ー
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催
さ
れ
、
農
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漁

業
関
係
者
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３
０
０
名
が
参
加
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。
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ッ
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当
Ｊ
Ａ
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支
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藤
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、
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部
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復
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ま
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仲
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へ
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。
谷
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憲
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第
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産
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っ
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実
感
し
た
」
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激
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葉
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送
っ
た
。
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平
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27

年
度
北
陸
農
政
局
男
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参
画
優
良

事
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表
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局
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久
保
い
え
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さ
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な
な
か
農
振
会
女
性
部
）
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組
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発
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さ
れ
た
。
そ

の
後
、
放
送
作
家
の
た
む
ら
よ
う
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「
美
し
い
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〜
女

性
参
画
の
相
乗
効
果
〜
」
と
題
し

講
演
し
た
。
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６
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ロ
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催
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２
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７
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茶
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２
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11
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健
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講
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・
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の
体
操
、
２
月
12
日
、
上

吉
谷  

風
船
遊
び
で
健
康
教
室
、
２
月
14

日
、湊
ゆ
り
の
会（
蝶
屋
）カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

２
月
17
日
、
江
津
（
大
神
）
頭
の
体
操
・

手
品
鑑
賞
・
ト
ラ
ン
プ
遊
び
、
２
月
19
日
、

森
島  

認
知
症
予
防
の
活
動
等
を
行
い
、

参
加
さ
れ
た
高
齢
者
組
合
員
は
生
き
生
き

と
楽
し
ん
で
い
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
福
祉
事
業
の
取
組
み
と
し
て
、

平
成
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年
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月
よ
り
高
齢
者
組
合
員
が
健

康
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現

在
で
は
、
数
多
く
の
町
会
が
目
的
を
理
解

さ
れ
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
活
動
支
援
は

継
続
し
ま
す
の
で
、
実
施
さ
れ
る
町
会
は
、

総
務
部
　
担
当
辰
巳
ま
で
連
絡
下
さ
い
。
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も

ひ
ら

　新たな活動で、地域活性化に繋がる
企画を大募集します。
　さらに当組合の意向と合致した企画
には、ＪＡ白山は、応援します。さあ、
ふるって応募してください。
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ご連絡先

　『
雪
だ
る
ま
２
０
１
６
』
が
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６
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は
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、
２
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は
、
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地
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で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
暖
冬
で
あ
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た
が
、
豪
雪
の
白
峰
だ
け
あ
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て
残
雪
で
雪
だ
る
ま
を

製
作
さ
れ
た
。
毎
年
キ
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チ
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に
は
、「
明
日
忘
れ

る
豪
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よ
り
も
、
永
遠
に
心
に
残
る
素
朴
さ
を
」
掲
げ

て
い
る
。
毎
年
参
加
者
も
徐
々
に
増
え
、
近
年
は
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
雪
だ
る
ま
や
雪
像
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
全
国
か
ら
カ
メ
ラ
片
手
に
訪
れ
る
観
光
客
も
集

ま
っ
て
い
る
。
様
々
な
趣
向
を
こ
ら
し
た
雪
だ
る
ま
達
の
、

温
か
い
歓
迎
を
感
じ
な
が
ら
、
15

時
か
ら
21
時
ま
で
地
区
内
全
域
で

地
元
の
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
き
、
17

時
に
雪
だ
る
ま
の
内
部
な
ど
に
仕

込
ん
だ
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
が
点
さ
れ
、

幻
想
的
な
ム
ー
ド
を
醸
し
出
し
て

い
た
。

　
白
峰
支
店
で
も
、
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
毎
年
参
加
し
て

い
る
。
山
下
次
久
白
峰
支
店
長
は

「
白
峰
の
「
雪
だ
る
ま
ウ
イ
ー
ク
」

は
雪
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

取
組
と
し
て
20
年
以
上
行
わ
れ
て

い
る
地
域
住
民
総
参
加
型
の
冬
の

お
祭
り
で
す
。」
と
話
し
た
。

白
峰
支
店
「
雪
だ
る
ま
２
０
１
６
」に
参
加

　『
雪
だ
る
ま
２
０
１
６
』
は
、
地
区
外
で
も
地
域
活
動
に
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。
上
吉
谷
町
（
旧
鳥
越
村
）
の
地
域
婦
人

部
の
方
に
よ
っ
て
地
区
の
玄
関
口
に
あ
た
る
鳥
越
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
前
に
、「
お
か
え
り
」、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
団

扇
を
持
っ
た
雪
だ
る
ま
を
先
頭
に
、
ほ
っ
か
む
り
を
被
っ
た
色

と
り
ど
り
の
雪
だ
る
ま
達
が
、
地
域
住
民
の
行
き
帰
り
を
見
守

っ
て
い
た
。
行
き
交
う
人
々
の
笑
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

雪
だ
る
ま
に
よ
る
地
域
活
性
化

平
成
27
年
度
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会

男
女
に
拓
く
活
力
あ
る
い
し
か
わ
の
農
山
漁
村

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

活
動
支
援
報
告

　
１
月
29
日（
金
）鶴
来
総
合
文
化
会
館
ク
レ
イ
ン
白
山
ホ
ー
ル

に
お
い
て
第
33
回
鶴
来
新
春
書
初
め
展
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

鶴
来
地
区
の
小
学
校
・
中
学
校
か
ら
約
１
２
０
０
点
出
展
さ
れ
、

北
辰
中
学
３
年
小
柳
友
梨
華
さ
ん
の
「
無
限
の
可
能
性
」
が

白
山
農
業
協
同
組
合
長
賞
を
受
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さ
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た
。
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書
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を しましょう

つるぎ支店 ☎272-1515
大 神 支 店 ☎272-0620
蝶 屋 支 店 ☎278-2315

手 取 支 店 ☎255-5001
白 峰 支 店 ☎259-2003
経　済　部 ☎273-5213

お申し込みは、お近くの
ＪＡ各支店・経済部まで
よろしくお願いします。

購買

　
１
月
26
日（
火
）
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

白
山
で
は
、Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味

噌「
米
麹
五
割
味
噌
」の
仕
込
み
を
始
め
た
。

　
原
材
料
に
は
、
地
元
産
大
豆
１
０
０
％

を
使
用
し
、
大
豆
５
割
、
米
麹
５
割
の
割

合
で
製
造
し
て
い
る
。
製
造
方
法
は
、
大

豆
を
水
に
浸
し
、
せ
い
ろ
で
蒸
し
、
潰
し

た
後
、
麹
、
塩
、
た
ね
水
を
混
ぜ
、
捏
ね
、
一
塊
に
し
て
空
気

を
抜
く
。
今
年
は
昨
年
よ
り
１
割
多
い
約
２・２
ト
ン
を
製
造

し
た
。
味
噌
は
、
冷
蔵
庫
で
保
存
し
、
９
月
頃
販
売
予
定
。
現

在
販
売
さ
れ
て
い
る
手
作
り
味
噌
は
や
さ
し
い
ま
ろ
や
か
な
お

ふ
く
ろ
の
味
。
と
評
判
も
良
く
、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」

や
「
Ａ
コ
ー
プ
」「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」
等
で
販
売
し
て
い
る
。

　
２
月
２
日（
火
）〜
２
月
８
日（
月
）ま
で
、Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
Ａ
ガ

イ
ヤ
の 

１
周
年
感
謝
祭
で
、 

旬
の
県
産
野
菜
プ
レ
ゼ
ン
ト 

・

お
に
ぎ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
・Ｊ
Ａ
加
工
品
日
替
わ
り
試
食
等
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し

て
、
酒
・「
穂
の
香
ほ

ん
の
り
」「
甚
」（
白

山
の
酒
米
と
白
山
の

伏
流
水
使
用
）
と
、

抹
茶
入
り
玄
米
茶（
白

山
コ
シ
ヒ
カ
リ
玄
米

使
用
）
と
米
麹
五
割

味
噌
（
地
元
産
大
豆

１
０
０
％
使
用
・
無

添
加
）
を
常
時
展
示

販
売
し
て
い
る
。

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が
春
の
木
ハ
ウ
ス
で
試
験
栽
培
し
て

い
る
「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」
が
順
調
に
生
育
し
、
よ
ら
ん
か
い
ね

ぇ
広
場
に
２
月
８
日
に
初
め
て
出
荷
さ
れ
た
。
こ
の
リ
ー
フ
レ

タ
ス
は
、
昨
年
12
月
11
日
に
播
種
、
保
温
器
の
中
で
約
４
週
間

育
苗
管
理
さ
れ
、
今
年
の
１
月
12
日

に
水
耕
栽
培
プ
ラ
ン
ト
に
定
植
、

液
肥
濃
度
や
気
温
の
管
理
を
徹
底
し

て
行
い
定
植
後
約
３
週
間
で
収
穫
期

を
迎
え
た
。
今
後
は
大
き
く
な
っ
た

葉
を
順
次
収
穫
し
て
約
70
日
間
収
穫

が
出
来
る
と
の
こ
と
。
そ
の
他
、
な

ば
な
や
ほ
う
れ
ん
草
も
、
春
の
木
ハ

ウ
ス
で
栽
培
出
荷
と
な
っ
た
。
今
後

の
展
開
と
し
て
は
周
年
栽
培
や
ミ
ニ

ト
マ
ト
、
イ
チ
ゴ
等
へ
の
対
応
も
検

討
し
て
い
る
。
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広

場
で
、
安
全
安
心
で
無
農
薬
リ
ー
フ

レ
タ
ス
を
ご
利
用
下
さ
い
。

お
料
理
サ
ー
ク
ル

　
２
月
６
日（
土
）、
女
性
部
は
農
産
物
加
工

セ
ン
タ
ー
で
、『
家
の
光
』
の
記
事
を
参
考

に
米
粉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
作

り
に
挑
戦
し
た
。
今
回
は
、
リ
ン
ゴ
の
タ
ル

ト
・
リ
ン
ゴ
の
し
っ
と
り
ケ
ー
キ
に
挑
戦
。

米
粉
を
使
用
し
た
の
で
し
っ
と
り
と
し
な
が

ら
も
ふ
ん
わ
り
焼
き
上
が
り
お
い
し
く
出
来

あ
が
っ
た
。
参
加
し
た
部
員
た
ち
は
米
粉
を

も
っ
と
使
っ
て
い
ろ
ん
な
も
の
を
こ
れ
か
ら

も
作
ろ
う
と
語
っ
て
い
た
。
２
月
14
日
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
向
け
に
「
生
チ
ョ
コ
ト
リ

ュ
フ
」
を
作
り
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に

出
品
し
た
と
こ
ろ
、
売
上
も
好
調
で
ほ
ぼ
完

売
し
た
。
新
た
な
出
品
作
品
に
も
期
待
下

さ
い
。

伝
統
料
理
教
室

　
２
月
20
日（
土
）、
女
性
部
は
美
川
文
化
会

館
の
調
理
室
で
、
伝
統
料
理
教
室
を
開
催
し

た
。
今
回
は
郷
土
料
理
の
治
部
煮
を
中
心
と

し
た
料
理
講
習
会
で
、
講
師
に
岡
田
部
長
と

料
理
サ
ー
ク
ル
部
員
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
、
レ
シ
ピ
を
見
な
が
ら
も
、

上
手
く
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
講
師
役
の
方
か

ら
料
理
の
コ
ツ
を
教
わ
り
な
が
ら
料
理
を
仕

上
げ
た
。
最
後
に
参
加
者
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
料
理
を
試
食
し
な
が
ら
「
お
い
し
い

ね
。
家
で
も
う
一
度
作
っ
て
み
る
わ
」
と
楽

し
く
語
り
合
っ
た
。
平
成
27
年
度
の
グ
リ
ー

ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座
は
今
回
を

持
ち
ま
し
て
全
部
終
了
と
な
っ
た
。
次
年
度

も
講
座
を
開
催
す
る
の
で
積
極
的
に
参
加
し

て
下
さ
い
。

女 

性 

部

第
７
回
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
開
催

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌

仕
込
み
開
始

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌

仕
込
み
開
始

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
味
噌

仕
込
み
開
始

「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」で

 

Ｊ
Ａ
白
山
の
商
品
を
販
売

「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」で

 

Ｊ
Ａ
白
山
の
商
品
を
販
売

「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」で

 

Ｊ
Ａ
白
山
の
商
品
を
販
売

春
の
木
ハ
ウ
ス
水
耕
栽
培

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」の
販
売
開
始
!!

春
の
木
ハ
ウ
ス
水
耕
栽
培

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」の
販
売
開
始
!!

春
の
木
ハ
ウ
ス
水
耕
栽
培

「
リ
ー
フ
レ
タ
ス
」の
販
売
開
始
!!
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第
62
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
報
告

青
壮
年
部

手
軽
に
で
き
る
有
機
ベ
ラ
ン
ダ
栽
培

有
機
栽
培
の
基
本
は
土
づ
く
り

明
治
大
学
特
任
教
授
● 

佐 

倉

　朗 

夫

　
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
栽
培
を
有
機
栽

培
と
考
え
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
は
入
り
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
生
物
の

多
様
性
と
物
質
の
循
環
を
基
本
と
し
、
作

物
本
来
の
生
命
力
を
引
き
出
す
栽
培
で
す
。

　
有
機
栽
培
の
基
本
は
土
づ
く
り
で
す
。

有
機
栽
培
で
一
番
苦
労
す
る
の
は
病
害
虫

対
策
だ
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
土
づ
く
り

を
上
手
に
行
え
ば
、
被
害
は
さ
ほ
ど
大
き

く
な
り
ま
せ
ん
。
畑
が
自
然
生
態
系
の
営

み
の
一
部
と
し
て
機
能
し
、
共
生
や
寄
生

の
関
係
が
複
雑
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病

害
虫
だ
け
が
極
端
に
増
え
る
こ
と
が
な
く

な
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
生
態
系
の
世
界

は
、
生
物
の
種
類
と
個
体
数
が
圧
倒
的
に

多
い
土
壌
中
に
つ
く
ら
れ
や
す
く
、
そ
こ

で
作
物
の
根
が
十
分
に
成
長
す
る
と
地
上

部
も
健
全
に
育
ち
、
病
害
虫
に
も
強
く
な

り
ま
す
。
そ
の
根
の
成
長
の
た
め
に
も
土

づ
く
り
は
重
要
で
す
。

　
土
づ
く
り
は
、
肥
料
を
与
え
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
物
の
根
が
育
つ
の
に

必
要
な
酸
素
が
十
分
あ
る
状
態
、
作
物
の

生
育
を
助
け
て
く
れ
る
微
生
物
が
多
く
集

ま
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
植
物
は
根
を
伸
ば
し
、
根
が
伸
び

る
こ
と
で
土
を
耕
し
ま
す
。
す
る
と
通
気

性
が
良
く
な
り
微
生
物
も
増
え
、
さ
ら
に

根
の
成
長
が
促
さ
れ
ま
す
。
小
動
物
や
微

生
物
は
有
機
物
を
食
べ（
＝
分
解
し
）、
有

機
物
が
分
解
さ
れ
て
で
き
た
栄
養
分
が
土

に
蓄
積
し
土
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
森
林
の

土
は
耕
し
も
せ
ず
、
肥
料
も
与
え
な
い
の

に
多
く
の
植
物
が
育
つ
の
は
、
こ
の
よ
う

な
植
物
と
多
様
な
生
物
と
の
関
係
の
中
で
、

栄
養
分
が
循
環
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
で
は
コ
ン
テ
ナ（
プ
ラ

ン
タ
ー
）を
使
い
ま
す
が
、
幅
50
〜
60
㎝
、

奥
行
き
20
〜
30
㎝
、
深
さ
30
㎝
く
ら
い
あ

れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
が
栽
培
で
き
ま
す
。

土
は
赤
土（
中
粒
赤
玉
土
で
の
代
用
可
）、

腐
葉
土
を
３
：
２
で
混
ぜ
、
パ
ー
ラ
イ
ト

を
10
％
加
え
て
作
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
５

分
の
１
程
度
を
分
け
、
で
き
る
だ
け
細
か

く
砕
い
て
播（
は
）種
用
の
土
に
し
ま
す
。

残
り
に
ぼ
か
し
肥
料
を
土
量
１
Ｌ
に
対
し

て
１
ｇ
混
ぜ
た
も
の
を
コ
ン
テ
ナ
の
底
に

敷
き
詰
め
た
鉢
底
石
の
上
に
入
れ
、
そ
の

上
に
播
種
用
の
細
か
い
土
を
載
せ
ま
す
。

こ
れ
で
種
ま
き
、
植
え
付
け
の
準
備
は
完

了
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
む
け
て
、
上
野
町
の

「
ん
な
〜
が
ら
上
野
営
農
組
合
」

に
依
頼
し
、
雪
下
人
参
の
試
験

生
産
を
実
施
し
て
い
る
。
品
種

は
、
向
陽
２
号
、
オ
ラ
ン
ジ
ェ
、

ひ
と
み
５
寸
の
３
種
類
。
方
法

は
、
３
パ
タ
ー
ン
で
、
土
に
植
わ
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
雪
を
の
せ
る
方
法
、
ダ
イ
オ
メ
タ
ロ
ン
シ
ー
ト
を

被
せ
雪
を
の
せ
る
方
法
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
シ
ー

ト
を
被
せ
雪
を
の
せ
る
方
法
が
あ
る
。
同
組
合
の
代

表
の
中
西
盛
重
さ
ん
は
、「
今
年
は
雪
が
少
な
す
ぎ
て
、

思
っ
た
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
展
開
と

し
て
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
へ

の
雪
下
野
菜
の
対
応
、
室
な
ど
貯
蔵
す
る
方
法
も
検

討
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。
商
品
は
、
よ
ら
ん
か

い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
す
る
。

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販
売
開
始

　
今
、
話
題
の
地
元
産
ジ
ビ
エ
（
生
鳥
獣
肉
）
料
理

の
家
庭
へ
の
普
及
を
図
る
為
、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
」で
イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売
を
始
め
た
。商
品
は
、

白
山
ふ
も
と
会
が
、
有
害
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
や

ク
マ
を
、
石
川
県
内
で
初
め
て
野
獣
肉
の
食
肉
処
理

業
の
認
可
を
取
得
し
、
解
体
、
施
設
加
工
し
た
も
の

で
あ
る
。
白
山
ふ
も
と
会
で
は
、「
私
た
ち
は
、
命

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
肉
を
食
べ
る
こ
と

で
命
を
永
ら
え
、
命
を
つ
な
い
で
多
く
の
恩
恵
を
受

け
て
い
る
。
や
む
を
得
ず
処
分
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
に

対
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
、
感
謝
の
気
持
ち

を
も
っ
て
い
た
だ
い
て
欲
し
い
。」
と
語
ら
れ
た
。

（
平
成
28
年
１
月
26
日 

北
國
新
聞
掲
載
）

代表監事　今　村　文　雄
常勤監事　奥　谷　英　喜
監　　事　森　　　良　次
監　　事　中　村　弘　仁
員外監事　本　田　英　夫

Ｊ
Ａ
白
山
監
事
会

情報提供窓口はこちらです情報提供窓口はこちらです
監事室 常勤監事　奥谷　英喜　

住　所 〒920－2154
白山市井口町に62番地１

電話番号 ☎２７２－３３３３

※お電話での情報提供は、平日の午前9時
　～午後3時までにお願い致します。

※ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中
傷に類似する内容のものは受付致しません
ので、予めご理解下さい。
※ご提供頂きました情報の内容、ご提供者名
等につきましては、個人情報保護法、当組合
の定款、要領に基づき厳重に管理するととも
に、秘密を厳守致します。
※尚、当JAの職員等による業務に関する一般
的な苦情につきましては、総務部へご連絡下
さい。（☎272－3333）

　当JAの監事会は、経営の健全な
発展に資するため、監事監査規程
（第7条）に基づき、理事がその職務
を遂行する上で、JAにとって不適切
な経営行為と思われる情報提供を組
合員の皆様方より広く求めておりま
す。
　当JAの理事の組合経営について
気になる行為や不適切な行為、法令
もしくは定款に違反を疑わせる行為
など、見たり聞いたりした事柄があ

りましたら、お電話または封書にて
下記宛にご連絡下さいますようお願
い致します。

理事の職務に関する組合員からの
情報提供受付窓口のご案内

　
２
月
16
日（
火
）、
17
日（
水
）、
日
比
谷
公
会
堂
に
て
、
第

62
回
Ｊ
Ａ
全
国
青
年
大
会
が
全
国
の
盟
友
約
１
５
０
０
名
の

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
当
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
か
ら
は
山
本

委
員
長
ら
８
名
が
参
加
し
た
。
同
大
会
は
全
国
の
Ｊ
Ａ
青
年

組
織
の
優
れ
た
活
動
事
例
や
盟
友
た
ち
の
農
業
に
対
す
る
思

い
の
発
表
を
通
じ
、
青
年
部
活
動
の
強
化
・
発
展
を
目
指
す

も
の
で
、
大
会
宣
言
で
は
「
青
年
部
員
の
叡
智
と
行
動
力
を

結
集
し
組
織
運
動
に
取
り
組
む
」
が
採
択
さ
れ
た
。
又
、
大

会
で
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
農
協
法
改
正
な
ど
農
政
の
大
転
換
期
に

次
世
代
を
担
う
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
お

り
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
取
組

み
を
通
じ
、
安
定
し
た
農
業
経

営
の
構
築
や
農
業
を
魅
力
あ
る

産
業
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
特

別
決
議
で
は
「
国
や
政
府
が
思

い
描
い
て
い
る
日
本
農
業
の
姿

と
、
家
族
農
業
を
中
心
と
し
た

若
手
農
業
者
の
思
い
描
く
未
来

と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
重
要

５
品
目
の
国
会
決
議
と
の
整
合

性
を
含
め
国
や
政
府
に
説
明
責

任
を
果
た
す
よ
う
強
く
求
め
る

こ
と
に
し
た
。

雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
向
け
て

雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
向
け
て

雪
下
野
菜
の

特
産
化
に
向
け
て

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売

 

　
　
　

   

〜
命
に
感
謝
〜

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売

 

　
　
　

   

〜
命
に
感
謝
〜

イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
売

    

　
　

   

〜
命
に
感
謝
〜

当ＪＡ顧問税理士

福 田 　 正 寛

無料税務相談会 要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 平山）

●開催日時 平成28年 ３月７日（月）
  ４月25日（月）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店
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２
月
９
日（
火
）、
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
出
荷
者
協
議
会
主
催
の

春
野
菜
の
栽
培
講
習
会
が
生
産
者
90
名
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。
東
藤
専
務
は
昨
年
６
月
末

オ
ー
プ
ン
し
た
「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
は

計
画
を
上
回
る
販
売
実
績
で
あ
り
、
出
荷
の
落

ち
る
時
期
も
生
産
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
旬
の

野
菜
や
新
し
い
品
種
を
出
荷
頂
け
た
こ
と
で
あ

る
と
挨
拶
を
し
た
。
栽
培
講
習
会
で
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
い
し
か
わ
農
林
水
産
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

の
谷
口
光
男
氏
を
講
師
に
迎
え
「
春
野
菜
の
作

付
け
・
お
い
し
い
野
菜
作
り
」
と
題
し
て
講
習

会
を
行
っ
た
。
春
野
菜
を
作
る
注
意
と
し
て
畑

選
び
か
ら
農
薬
に
頼
ら
な
い
野
菜
づ
く
り
に
つ

い
て
わ
か
り
易
く
説
明
さ
れ
た
。
又
、
石
灰
窒

素
の
使
い
方
や
連
作
障
害
の
こ
と
等
に
つ
い
て

の
質
問
に
応
答
さ
れ
た
。
春
野
菜
商
品
の
紹
介

で
は
、
出
荷
者
で
野
菜
苗
の
販
売
も
行
う
山
本

洋
平
氏
（
青
壮
年
部
委
員
長
）
よ
り
春
野
菜
の

売
れ
筋
商
品
や
新
種
野
菜
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
同
出
荷
者
協
議
会
伊
藤
務
会
長

よ
り
「
栽
培
・
出
荷
の
情
報
交
換
を
行
う
等
良

品
出
荷
と
生
産
拡
大
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と

締
め
括
ら
れ
た
。

出
荷
者
が
栽
培
講
習
会
を
開
催

今
春
の
出
荷
に
向
け
て
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ＪＡだからできる信頼の葬儀ＪＡだからできる信頼の葬儀
～安心と故人への感謝をこめて～～安心と故人への感謝をこめて～

手取ふれあいホール
☎２５４－２０５１

尊厳閣 白山ホール
㈱セレマ

☎２７７－３３４４

美川天祥閣
フューネラルホール

☎２７８－７７７８

米永葬祭会館
一休さんの

☎２９６－１１７７

鶴来天祥閣
フューネラルホール

☎２７２－３７３７

米永鶴来館
一休さんの

☎２７３－１９３０

ご用命は、上記葬祭場または、ＪＡ白山経済部まで　☎２７３－５２１３

組合員及び地域住民の相互扶助を基本に、みなさまのご要望にお応えして
ＪＡだからこそできる安心と信頼の葬儀をお手伝いさせていただきます。

農家の皆様へ朗報です！農家の皆様へ朗報です！
　JA白山は春季農繁期を迎えるにあたり、独自の
対策を実施します。春の農作業用軽油に限り、1リッ
ターあたり掛売価格より2円引きにて配達させて頂
きます。直接右記SSまでご注文お願いします。

期　間 4月30日まで

お問い合わせ

・蝶 屋 給 油 所
・パシュート鶴来
・尾 口 給 油 所

TEL.278－4764
TEL.273－5577
TEL.256－7639

営農用軽油配送致します。

経済部からのお知らせ

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
営
農
基
本
方
針（
案
）に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

就
業
規
則
及
び
嘱
託
・
臨
時
雇
就
業
規
則

の
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

規
程
管
理
規
程
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

職
制
規
程
別
表
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

次
期
信
用
窓
口
端
末
機
等
の
導
入
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
27
年
12
月
未
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

第
四
次
中
期
３
カ
年
計
画（
案
）に
つ
い
て

③　

白
峰
支
店
の
設
計
計
画（
案
）に
つ
い
て

④　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

⑤　

平
成
27
年
度
内
部
監
査
に
関
す
る
中
間
報
告
に
つ
い
て

⑥　

平
成
27
年
度（
４
月
〜
12
月
）有
価
証
券
運
用
実
績
に

つ
い
て

⑦　

平
成
27
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

⑧　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理

状
況
に
つ
い
て

⑨　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況

に
つ
い
て

⑩　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か

る
対
応
に
つ
い
て

⑪　

平
成
27
年
度
第
３
四
半
期
組
合
員
数
に
つ
い
て

⑫　

地
区
別
営
農
座
談
会
日
程（
案
）に
つ
い
て

⑬　

そ
の
他

第
10
回
定
例
理
事
会

●
日
時
　
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）　
午
後
１
時
30
分

理
事
会
だ
よ
り

　
２
月
６
日（
土
）蝶
屋
地
区
・
吉
原
地
区
、
７

日（
日
）鶴
来
地
区
・
大
神
地
区
・
吉
野
谷
地

区
・
河
野
別
宮
地
区
に
お
い
て
営
農
座
談
会
を

開
催
し
、
２
５
９
名
が
参
加
し
た
。
27
年
度
の

活
動
報
告
で
は
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
へ
の
取
組
み
と
水
稲
と
園

芸
作
物
に
よ
る
複
合
経
営
の
推
進
。
又
、
地
産

地
消
の
拡
大
を
目
的
に
開
設
し
た
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
は
当
初

計
画
を
上
回
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
報
告

さ
れ
た
。
28
年
度
営
農
事
業
方
針
で
は
、
水
稲

を
基
軸
に
し
た
農
地
の
有
効
利
用
と
園
芸
振
興

に
よ
る
農
業
経
営
の
複
合
化
か
ら
農
業
所
得
の

増
大
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
水
田
フ
ル
活
用
と
し
て
、
需
要
に

応
じ
た
米
・
麦
、
大
豆
・
そ
ば
の
計
画
生
産
、

優
良
種
子
産
地
の
維
持
確
保
、
園
芸
販
売
高

１・８
億
円
に
向
け
た
主
要
品
目
の
産
地
化
の

育
成
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
は
、

営
農
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
や
畑
作

用
の
早
め
の
肥
料
配
送
、
無
人
ヘ
リ
防
除
の
適

期
散
布
等
々
の
要
望
が
あ
っ
た
。

　
２
月
６
日（
土
）蝶
屋
地
区
・
吉
原
地
区
、
７

日（
日
）鶴
来
地
区
・
大
神
地
区
・
吉
野
谷
地

区
・
河
野
別
宮
地
区
に
お
い
て
営
農
座
談
会
を

開
催
し
、
２
５
９
名
が
参
加
し
た
。
27
年
度
の

活
動
報
告
で
は
、
水
田
フ
ル
活
用
に
よ
る
「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
へ
の
取
組
み
と
水
稲
と
園

芸
作
物
に
よ
る
複
合
経
営
の
推
進
。
又
、
地
産

地
消
の
拡
大
を
目
的
に
開
設
し
た
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
は
当
初

計
画
を
上
回
り
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
報
告

さ
れ
た
。
28
年
度
営
農
事
業
方
針
で
は
、
水
稲

を
基
軸
に
し
た
農
地
の
有
効
利
用
と
園
芸
振
興

に
よ
る
農
業
経
営
の
複
合
化
か
ら
農
業
所
得
の

増
大
と
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。
水
田
フ
ル
活
用
と
し
て
、
需
要
に

応
じ
た
米
・
麦
、
大
豆
・
そ
ば
の
計
画
生
産
、

優
良
種
子
産
地
の
維
持
確
保
、
園
芸
販
売
高

１・８
億
円
に
向
け
た
主
要
品
目
の
産
地
化
の

育
成
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
出
席
者
か
ら
は
、

営
農
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
や
畑
作

用
の
早
め
の
肥
料
配
送
、
無
人
ヘ
リ
防
除
の
適

期
散
布
等
々
の
要
望
が
あ
っ
た
。

営
農
座
談
会
開
催

座
談
会
開
催

座
談
会
開
催
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

※

28
年
度
の
J
A
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
だ
よ
り

　
２
月
号
に
掲
載
。



新生活を送るあなたへ贈る、
2つのプレゼント。
1． 業界トップクラスの手数料無料ATMネッ

トワーク。コンビニATM（セブン銀行・イー
ネットATM・ローソンATM）、ゆうちょ銀行
等の提携ATMで、平日日中のご利用手数
料が無料です。

2． うれしい5000円分のJAバンク特製
QUOカード。さあ、新規口座・給与口座
はJAへ。

　日頃よりＪＡをご利用いただき、誠にありがとうございます。
　さて、ＪＡ白山では貯金窓口の営業時間を午後４時までとしておりますが、午後３時以降の
利用者数が少ない実態と業務改善を行う必要性から、この度、誠に勝手ではありますが、ＪＡ
白山全店舗の貯金窓口営業時間を下記の通りに変更させていただくことになりました。
　ご利用の皆様にはご不便をおかけすることになりますが、何卒ご理解ご協力賜りますよう
お願い申し上げます。

変更日●平成28年4月1日（金）より    変更後の営業時間●９：００～１５：００
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March

（平成２８年１月末実績参考）
組合員数 6,642名（団体含）

67,736百万円
19,312百万円

2,279.8億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,713,965千円
951,834千円

144名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

営農座談会・出荷者栽培講習会の開催

JA白山
広 報

金融共済部からのお知らせ

支店貯金窓口営業時間変更のお知らせ


